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本研究では､ ｢望ましい人間関係を求め､よりよい表現についての認識を創りあげる子ども｣

を目指し､その具現のために｢対話的活動｣に着目したo ｢望ましい人間関係｣と｢対話的活動｣

を以下のように定義するo

【望ましい人間関係】 :心情や考えを伝え合って､相手とより深く分かり合う関係o
【対話的活動】 :共通体験をしたペア同士で｢伝えたい相手｣への相手意識を伴った

コメントをし合う活動o

まず､意味マップをもとにした対話的活動を学級のペアと繰り返し行う場を設定すること
で､ ｢伝えたい相手｣と｢もっと気持ちや考えを伝え合って､深く分かり合いたい｣という
意欲を高め､相手に応じた適切な表現について見通しをもつことを期待する｡モデル教材文
を検討したり､ ｢感想･意見文｣の下書きをもとにした対話的活動を繰り返し行ったりする
場を設定することで､より適切な表現を考え､練り上げていくことを期待するo
このように､対話的活動を繰り返し行うことで､深く分かり合いたいという意欲と適切な
表現の両方が螺旋的に高まっていく子どもの姿を明らかにしたo



Ⅰ 望ましい人間関係を求め､ よりよい表現についての認識を創りあげる国語科
1 . 国語科で求め る子 ども

研究主題 ｢ 創造的な知性を培う｣ の もと ､ 国語科で は ､ ｢ 望ま しい 人間関係を求め ､ よりよ い

表現に つ い て の 認識を創りあげる子 ども｣ を目指す｡

言葉で伝え合う力の 重要性が叫ばれて い る現代社会におい て ､ 異なる価値観を持つ 他者と望ま

しい 人間関係を築くた め に ､ 言葉を通 して よりよ い 表現 に つ い ての 認識を創りあげる こ と は ､ 国

語科に期待される重要な役割の
一

つ で ある ｡

本研究 で の ｢ 望まし い 人間関係｣ と は ､ ｢ 心情 や考えを伝 え合 っ て､ 相手と より深く分かり合

う関係｣ で ある ｡ ｢望ま しい 人間関係｣ を求める∴ことで ､ 深く分かり合い 如 i とい う意欲と適切

な表現の 両方が螺旋的に高まる こ とを期待する′｡

こ れま で も国語科の 授業で は読み手を意識 して書くI r 相手意識｣ を大切に して きた｡ しかし､

表現した結果を分 かりやすく伝える ため の ｢ 手段と して
■
ゐ相手意識｣ に留まる こ とカ

s
l

.
多か っ た｡

本研究で は ､ 意味マ γ プや作文の下書きをもとに した ｢ 共通体験を した ペ ア同士 で 『伝えた い相

手』 へ の相手意識を伴 っ た′フメ ン トを し合う対話 的活動｣ を繰り返 し行うこ とで ､｢伝 えた い 相手｣

とも っ と深く分かり合 い た い と
_
い う ｢ 目的としての 相手意識｣ にまで高め る ｡ そし七､ 意味マ ッ

プやモ デ ル教材文を活用する ことで表現も高め て い く ｡

深く分かり合い た い と意欲を高める こ とで ､ 相手と自分との 関係に応 じた表現の 妥当性を比較

検討し､ より適切な表現を選択 ･ 決定して い く子 どもの 姿を期待する ｡

こ の ような学びをカリ キ ュ ラム 改善､ 授業改善に より具現 して い こうと考えた ｡

求める子ども

望ましい人間関係を求め ､ よりよい表現につ いての認識を創りあげる子ども

求める学び

自分と相手との関係に応じた適切な述べ方や構成を求める学び
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2 . 望ましい 人間関係を求め､ よりよい表現につ いての認識を創りあげるカリキュ ラム改善の視点

(1) 対話的活動の視点を学年部毎に段階的に設定する

意味マ ッ プや作文の 下書きをもとに ア ドバイス し合う対話的活動を次の ように設定する ｡

低学年 : 【よさの 指摘】 対話的活動を行う喜びを味わうた め に ､
よさを指摘 し合う｡

中学年 : 【指摘
･ 改善】 表現 の よさに目を向けながら､ 直すと よりよくなる点を指摘 し合う｡

高学年 : 【協働 的解決】 具体的な表現の 解決策を提示 し合う｡

(2) ｢ 感想 ･ 意見文｣ を中心と した カリキ ュ ラム を編成する

｢ 感想 ･ 意見文｣ とは ､ ｢ 自分が生活の 中で 強く感じた こ とや考えた こ とを意見と して述 べ る

作文｣ である ｡ よりよ い 人間関係を築く上で ､
互 い の 考えを伝え合い ､ 理解し合う基礎にもな

る ｡ ｢ 感想
･ 意見文｣ は ､ 求め る子 ども像 に向かう上で最適なジ ャ ン ルで ある ｡

こ れまで の 意見文指導で は ､ その テ ー

マ とどう向き合 っ た の か ､ 自分に 目を向ける こと に弱

さが見られた｡ そこ で ､ 次の ような ｢感想
･ 意見文｣ の 視点を設けて カリ キ ュ ラム 編成する ｡

低学年 : 【感 想 中 心】 自分が生活の 中で 強く感 じたこ とを書く｡

中学年 : 【感想 + 意見】 自分が生活 の 中で 強く感 じた こ とや考えた こと ､ 今後の自分の め あ

てな ど､ テ ー

マ に対 して自分 は どうで あ っ たか を中心 に書く ｡

高学年 : 【意 見 中 心】 テ
ー

マ と自分との 関係を振り返りながら他者に提案する意見を書く｡

3 . 望ましい 人間関係を求め､ よりよい 表現につ いての認識を創りあげる授業改善の方策

｢ 感性､ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ･る学びの学習過程を次の よ

うに構想した ｡

< 学 習 過 程 > < 教師の 働きかけ>

醸成活動

学習計画立をて る｡

新 た に導入され た表現 の論理や構造の よ さを獲得
したり ､ 問 い 直したりする｡

相
手
意
識
の

拡
張

絞
り

込
み

科
学
的
な
感
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科
学
的
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も
の

の

見
方

･

他教科 ･

領域 ､
生活体験 と関連

した活動 ｡

①伝えた い 相手と その相手と目指
す関係を学級全体で確認す る学

習計画を立てる話し合 い の組織 ｡

(参意味 マ ッ プをもと に複数の ペ ア
とア ドバ イ ス し合う対話的活動
G) の場 の 設定｡

(勤モ デ ル 教材文の 表現の よさを話
し合う活動の組織 ｡

@ ｢ 感想 ･ 意見文｣ の 下書きをも

とに複数の ペ アと ア ドバ イス し

合う対話的活動②の 場の設定｡
(9 自分の 表現を見直す場の 設定｡
(む伝えた相手か ら読んだ感想をも
ら っ たり､ 相手 - の お礼 の 手紙
などを書 い たりする場の設定｡

4 . 新たな評価方法の 開発

｢科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の 働きにつ い て次の ような方法で評価する ｡
･ 意味 マ ッ プの 記述 の 変化 と対話的活動 に つ い て の振 り返りか ら､ ｢ 科学的な感性｣ が どの よう

に働 い たかを評価する ｡
･ 下書 きから清書 へ の 変化とその 後の 学習の 振り返りか ら ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ が ど

の ように働 い たかを評価す る ｡
･ 題材 の 変化や相手の 変化 による ｢ リ ライ ト作文｣ の 記述と記述後の振り返りから､ 単元で学習

した内容が どの 程度定着して い るか､ 及び ｢科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ が どの ように働 い

たかを評価する ｡
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Ⅱ 実践の概要

第 4 学年 ｢仲間 に伝えよう! お年寄りとふれあ っ て考えたお年寄りの イメ ー ジ｣

1 . 自分 と 4 年1 組の仲間 との 関係 に応 じ た適切な表現を求める学び

本単元では ､ お年寄りと ふ れあ っ た体験を ｢ 感想 ･ 意見文｣ の テ
ー

マ と して 取り上げる ｡ ふ れ

あい 体験をして い な い 4 年 1 組の 仲間へ ｢ 感想 ･ 意見文｣ を書い て伝える こと により､ 4 年1 組

の仲 間と深く分かり合 い た い とい う願 い を高め ､ よ り適切な表現に つ い て の 認識を創りあげて い

く子 どもを目指 した ｡

具体的には以下の ような学習を構想した ｡ まず､ お年寄りのイ メ
ー

ジとその 理由を書 い た意味

マ ッ プをもとに した対話的活動の 場を設定する ｡ ペ アと の対話的活動を通 して ､ 伝えた い 考えが

は っ きりする こ と で ､ ｢ 4 年1 組の 仲 間とお年寄り に つ い て の 考えを伝え合 っ て ､ も っ と深く分

かり合 い た い｣ と いう意欲を高め ､ ｢ お 年寄りの イメ ー

ジを分かりやすく伝えるために文の 組み

立てや 述べ 方を どう工夫すればい い だろう｡｣ と問い を焦点化する ことを期待する ｡

次に ､ 段落相互 の 関係を考えて
一

人
一

人が書 い た ｢ 感想 ･ 意見文｣ の 下書きをもとに した対話

的活動の 場を設定する ｡ 自分と 4 年 1 組の 仲間との 関係 に応 じて ､ 自分の
一

番伝えた い お年寄り

のイ メ ー ジをは っ きりさせ るため に ､ 適切な段落相互 の 関係や 文の述 べ 方に つ い て 比較検討しな

がら考え､ 表現を選択 ･ 決定して い く姿を期待する ｡

2 . 単元 の構想

(1) 単元の 目標

構想の 仕方や記述の 方法に つ い て 意味マ ッ プをもとに仲 間と交流をした り､ モ デ ル教材文の

よさを検討 したりする 中で ､ お年寄りの イメ ー ジ が明確になる ように述 べ 方を工 夫したり､ 序

論 ､ 本論 ､ 結論 に書く内容を考えながら段落相互 の 関係を工夫したりす ると ､ 自分の お年寄り

の イメ ー ジが分か りやすく伝わり ､ 仲間とより深く分かり合える ことを理解し､ 4 年 1 組の 仲

間に伝えたい こ とを明確にしキ文章を書く こ とが で きる ｡

(2) 追求の構想 (1 1 時間)
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3 . 授業の 実際

(1) お年寄りの イ メ
ー ジに つ い て ｢ 感想 ･ 意見文｣ を書 い て 4 年1 組の仲間に伝え た い

総合学習で 四郎丸 コ ミ ュ ニ ティ ー セ ンタ ー とまちだ

園を訪問 して ､ お年寄りと ふ れ あっ た子 どもたち｡

ふ れあ い 体験後､ 感想を交流 し合うと､ お年寄りの

イ メ ー ジ が変 わっ た子 どもがたくさん い た ｡ しか し､

なぜ変わっ た の か理由が は っ きりしなか っ た ｡ そこ で ､

教 師か ら､ ｢ どうして その お 年寄り のイ メ ー ジ にな っ

た の かを作文に書くと ､ 理由がは っ きりするの で はな

い か｡｣ と提 案した ｡ ｢うん ｡ それ は い い ｡ 賛成 ｡｣ と

声を上 げる子 どもたち｡ こう して ､ 学習がス タ ー トした ｡

彩子さん は ､ 体験 した こ とを順序立 てて書 い たり ､

まちだ園でお年寄りに語りかける彩子さん
モ デ ル教材文や仲間の 表現の よさをすぐに自分 の作文

に取り入れようとしたりする子 どもである ｡ 本単元で は自分と相手の 関係に応 じて ､
どうすれ

ば自分 の お年寄りの イメ
ー

ジが伝わるの かじっ くりと考え､
モ デ ル教材文や仲間の 表現と自分

の 表現と を比較検討 して 練り直 して い く姿を期待 した ｡

作文を書 い た後､ ｢ 最初 に書 い た作文が学級の 仲間に伝わ るか確か めて みた い ｡｣ と い う意見

を受けて ､ 仲間と作文を読み合うこ とに した ｡

作文を互 い に読み終わ っ た後､ 学習計画 につ い て話し合 っ た ｡

仲間の発言に大きく領き ､ ｢ 賛成｡ ｣ と手を挙 げた彩子さ んだ っ た ｡ そ こ で ､ 次の ように学習

計画をまとめ た ｡

○お年寄り との ふ れあ い を体験 して い な い 4 年1 組の仲間に お年寄りの イ メ
ー ジを ｢ 感想 ･

意見文｣ で伝えよう｡

亡F
① ｢ 感想

･ 意見文｣ に書く内容を意味マ ッ プに書く｡

②意味マ ッ プをもとに した対話的活動をす る｡

(2) 意味 マ ッ プをもとに対話的活動を してア ドバイ ス し合お う

子 どもたちが意味 マ ッ プに書 い た後､ お年寄りの イ メ
ー

ジを端的に書 い て い る子 どもと経験

した こ とを羅列的に書 い て い る子 どもな どを ､ 教師が意図的にべ アと して組み ､ 対話的活動の

場を設定した ｡
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こ の 対話的活動をもと に彩子さ ん は ､ 自分 の 意

味 マ ッ プに赤ペ ンで何 か書き込もうと した ｡ しか

し､ しばらく迷 っ て い た ｡ そこ に教 師が近 づ い て

い くと ､ ｢ 4 年 1 組の 仲間に納得して もらう作文

にする ため に､ もう少 し他の 仲 間の ア ドバ イス

が ほ しい ｡｣ と話 しか けてきた ｡ 対話的活動で 自

分の 考えを述 べ た ことで ､ 伝えた い 自分の 考えが

は っ きりし､
4 年1 組の 仲間に自分の 考えを理解

して ほ しい ､ そして ､ 考えを交流 した い と思 い を

膨 らませ て きた彩子さ んの 姿 で ある ｡

その 後､ 他の 仲間と意味マ ッ プをもと にさらに

対話的活動を続けた彩子さん ｡ 信夫さんから ｢似

て い るもの をまとめて簡単に分かりやすく書くと

い い ｡｣ と い うア ドバイス をもらい ､ ｢ 具体的な体

験 の 様子が書けて い て い い ね ｡｣ とよさを伝えて 彩子さんの意味マ ップ

い た ｡ 仲間と の 対話的活動を終え､ 振り返りを ノ ー

トに次の ように書 い た ｡

①ペアの人が具体的な様子や体巌を書 いてい て ､
いい と思いました ｡ 自分で は様子などの

イメ ー ジの 理由を詳しく書くことは, で きて いたと思い ました｡

②まだ自分でで きて いなかっ たところは ､ 順番が分かりにく かっ たことと､ 2 つ の体験を

通 して考えたお年寄りの イメ ー ジをまとめて書かなかっ たことです ｡

こ れは ､ 4 年 1 組の 仲間と深く分 かり合うため の 表現の 見直しの 視点と して ､ 書く順番と い

う段落相互の 関係やお年寄りの イメ ー ジや その理 由を分かりやすくするた めの 述 べ 方に絞り込

ん で きた彩子さ んの姿で ある ｡ そこ で ､ 追求問題を ､ 次の ように設定 した ｡

◎お年寄りのイメ
ー ジをも っ と分かりやすく4 年1 組の仲間に伝えるために､ 文の 組み立て

や述べ 方をどう工夫すればいいだろう ｡

(3) 意味 マ ッ プやモ デル教材文をもと に ｢感想 ･ 意見文｣ の構想 メ モ を書 こ う

教師は ､ まず､ 段落相互の 関係の 工 夫の 選択肢を広 げる ため に､ 序論に体験前の イメ ー ジ
､

本論に具体的な体験 ､ 結論 に体験後 の イメ
ー

ジを書い たモ デル 教材文を作成 して提示 した ｡
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読んで気づ い た こ とに つ い て 出し合うと彩子さんは ､ 次の ように発言 した｡

彩子さん は､ モ デル 教材文の 文の 組み立てを取り入れ ､ 構成メ モ に書き込ん で い っ た ｡ 本論

にイ メ ー

ジが変わ っ た理 由を書き終えると､ 前に書い た意味 マ ッ プを見直し始め た ｡ そして ､

構成メ モ の 本論部分の 空欄に意味 マ ッ プに善か れて い た項目を箇条書きで書き込ん だ｡ その 後､

両方を見比 べ なが ら､
どちらも消すこ となく下書きに入る彩子 さん ｡

こ れは､ モ デ ル教材文の ｢ 序論 ･ 本論 ･ 結論｣ と いう文の組み立て の よ さを取り入れ ながら､

その 中の 本論の 部分 に書 い た内容と意味マ ッ プから書かれた項目とを比較し､ 自分の 述 べ た い

内容が表現で きて い るか検討して い る彩子さんの 姿である ｡

｢ お年寄りの イメ
ー

ジを作文に書い た けれ ど､ 実際 にふ れあ っ て い な い 4 年1 組の 仲 間に考

えが伝わるか心配｡｣ と いう彩子さん の 声を受け､ 下書きをもとに した対話的活動を組織 した ｡

(4) 書き方のポイ ン トを考えながら ､ 下書きをもとに した対話的活動を して自分の作文を見直そう

彩子さん は､ 下記の ように迷 っ て い た ｡ これは ､ 以前に行 っ た勇 二 さんとの 対話的活動から､

イ メ ー

ジをまとめ て書くと い い と感じて い た彩子さんが ､ 教師の モ デル 教材文の結論部分 に詳

しさを読み取り ､ まと めて 簡単に書く こ とと詳 しく書く こ との 両方 に価値を感 じて きて い る姿

次 に対話的活動を行 っ た裕三 さんにも ｢ 詳しく書 い た方がよく分か る よ ｡｣ と言われ ､ しば

らく考え込んだ後に､ 結論部分の お年寄りの イ メ
ー

ジを詳 しく書き直 した ｡ そ して ､ 下記の よ

うに振り返 っ た ｡

仲間から ､ 最後のまとめの部分を詳しく書くと伝わると言われました ｡ 私は詳しくより

もまとめた方がいい と思 っ たけれど､ ちょ っ と長くして詳しく書い てみ たら ､ そ っ ちの方

がよかっ たので ､ 仲間の ア ドバイス を取り入れることにしました｡

これは ､ ペ ア の ア ドバ イス を受けて実際に書 い て み て ､ よさを確かめ る こと で選択決定した

彩子さんの 姿で ある ｡
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彩子さん は ､ 次の ように作文を清書した｡
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っ
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､
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は
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彩子さん は､ 4 年1 組の 仲間に実際に作文を読ん で もら っ た ｡ ｢ 2 人の 仲間に読 んで もら っ て ､

お年寄りの イメ ー ジや お年寄りと心が通 じた様子がよく分か っ たとコ メ ン トしてもら っ てうれ

しか っ た ｡ また ､ がん ば っ て作文を書きた い ｡｣ と学習を振り返 っ て い た｡ 実際に読んで もらい ､

自分の 考えを理解してもら っ たこ とで満足感をもち ､ 次の 表現 へ の 意欲を高め て い る姿である ｡

Ⅲ 成果と課題
1 . 対話的活動 は ｢感性｣ と ｢科学的 なもの の 見方 ･ 考え方｣ に働く

対話的活動 は､ 4 年1 組の 仲間に自分の 考えを理解して ほ しい ､ そして ､ 考えを交流 した い と ､

相手意識を拡張する こ とや ､ 伝えた い 相手を常 に意識 し､ 相手に応 じた表現を比較検討 しなが ら､

選択 ･ 決定する こ とに働 い た ｡ 4 年1 組の 仲間と考えを交流 した い と ｢ 目的と して の 相手意識｣

に高まる こ と で ､ ｢ 手段 と して の 相手意識｣ に留ま っ て い た こ れま で の 自分 の 実践 よりも､ 繰り

返 し ｢ 相手により伝 わる には どうい う表現をすれ ば い い の か｣ と ､ 粘り強く比較検討する姿が見

られた こ とは ､ 成果の
一

つ である ｡

実践を通して ､ 対話的活動が成立す るにiま､ 次の 2 つ の 条件が必要 で ある こ とが分か っ た ｡

①書き手の 意見が示されて い る意味 マ ッ プや作文の 下書きな ど､ 対話的活動を支える ベ ー ス

に なるもの が 必要なこ と ｡

②伝 えた い 相手は どんな状況の 人であるか ､ 伝えて どん な関係 になりた い の かを常に取り入

れて コ メ ン トし合うこ と ｡

2 . 対話的活動の 形態を検討す る必要があ る

中学年で は ､ ｢ 指摘
･

改善｣ と いう対話的活動の 視点を設定した ｡ 本実践で は表現 の よ さを認

めた上で改善点を指摘 した ことで ､ 自分 の 表現の よさを自覚しながら､ 文の 組み立てやお年寄り

の イメ ー

ジ の 述 べ 方をよりよくしようと表現を検討する姿が見 られた こと は ､ 成果の
一

つ で ある ｡

しかし
､ 高学年で の ｢協働的解決｣ を目指した場合 ､ 中学年で は ､ 複数の 具体的な修正方法を

提示できる対話的活動の相手が必要となる ｡ ペ アで互 い の 表現を高め る コ メ ン トを述 べ 合える こ

とが課題となる ｡ その ため には ､ 3 人 ､ 4 人な どで行う対話的活動も視野に入れ ､
より効果的な

対話的活動の 要件を明らか にする必要が ある ｡ 今後は対話的活動を単元の どの 時間に どの ような

形態で位置づ けて い くとより効果的か ､ 実践を通 して検討 して い きた い ｡
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